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２－５ まちづくり
市民アンケートの結果から
泉地区に福祉複合施設
21世紀への遺産 秋田八丈
今月の人 手染職人の工藤幸彦さん
国勢調査にご協力を
市役所からのお知らせ

胸部総合検診の追加検診
10月まで医療機関で健康診査を

井戸端市民通信　

育児コーナー
公民館まつりへどうぞ

情報チャンネル

季節の話題　広報クイズ

200年の伝統を誇る秋田八丈。絹糸は、滑

川晨吉さんの手で繊細な輝きを放つ黄金色に

染め上がります(８ページで紹介)



市
で
は
い
ま
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
総

合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
今
年
一
月
に
「
秋

田
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
む
秋
田
市
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
声
に
、
秋
田
市

の
進
む
べ
き
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。

第９次総合計画の策定に向け
「まちづくり市民アンケート」

あ
な
た
は
、

秋
田
市
を
ど
う
思
っ
て
ま
す
か
？

将
来
望
む
生
活
は
？

「
老
後
に
安
心
で
き
る
生
活
」
が
67
・
６
％

複
数
回
答

(

三
つ
以
内)

企画調整課1(８６６)２０３２
問い合わせ

老後に安心できる生活

経済的にゆとりのある生活

趣味・余暇活動の充実した生活

家族と団らんできる生活

自然環境に恵まれた生活

快適な住まいでの生活

友人と交流できる生活

通勤・通学・買い物など
日常が便利な生活　

社会奉仕活動ができる生活

時間的にゆとりのある生活

仕事・家庭・育児に
はりあいのある生活

0 10 20 30 40 50 60 70 80％

67.6

62.0

42.1

27.9

22.7

15.7

14.2

13.5

12.5

7.6

6.8

●まちづくり市民アンケート
15歳以上の市民から１万

人を無作為に抽出し、今年の
１月下旬から２月上旬にかけ
て郵送により行いました。
回答者は4,830人(回答率

48.3％)でした。

将
来
に
望
む
生
活
は
、「
老
後
に
安
心
で
き
る
生
活
」

が
六
七
・
六
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
経
済
的
に
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
」「
趣
味
・
余
暇
活
動
の
充
実
し
た

生
活
」「
家
族
と
団
ら
ん
で
き
る
生
活
」
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

前
回(

平
成
四
〜
六
年)
の
調
査
で
も
こ
の
順
位
は
変

わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
生
活
が
、
市
民
が
将
来
に
望

む
基
本
的
で
恒
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

老
後
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
を
社
会

全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

02

旭
南
地
区
の
敬
老
祝
賀
会
で

川尻地区の町民大運動会で 御所野地区の大運動会で

６７



「
住
み
や
す
い
」
が
半
数
近
く
の
四
五
・
九
％
を
占

め
、「
住
み
に
く
い
」
は
七
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
四
割

近
く
に
上
っ
て
お

り
、
住
み
心
地
に

つ
い
て
必
ず
し
も

満
足
し
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
年
代
別
で

は
、
若
い
年
代
ほ

ど
「
住
み
に
く
い
」

と
答
え
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

21世紀のカタチつくります ●

日
常
的
な
買
い
物
は
？

若
者
は
秋
田
駅
前
・
広
小
路
で 複

数
回
答

(

二
つ
以
内)

秋
田
市
の
住
み
ご
こ
ち
は
？

住
み
や
す
い
が
約
半
数

個
別
の
住
環
境
は
？

住
環
境
へ
の
要
求
が
高
ま
る
傾
向
に

秋
田
市
の
将
来
像
は
？

少
子
長
寿
社
会
へ
の
対
応
が
重
要
に

複
数
回
答

(

三
つ
以
内)

災害への備えがよく安心して暮らせるまち

子どもがいきいきと育つまち

交通の便がよく、生活が便利なまち

お年寄りや障害のある人が
安心して暮らせるまち　

地域の伝統や個性を大切にするまち

市民がいろいろな方法で
まちづくりに参加できるまち

他のまち、海外などとの人の
行き来が盛んで、にぎわうまち

0 10 20 30 40 50 60 70％

59.7

49.9

40.1

39.0

産業や経済に活気があり
ビジネスチャンスに恵まれたまち

学習、文化、芸術やスポーツ、
レジャーなど余暇を楽しめるまち　 24.6

36.0

14.0

12.4

8.5

①
住
ま
い
の
近
く

0

10

30

60

％

79.0

43.2

28.6

6.6
12.212.4

①
〜
④
以
外
の

地
区
に
あ
る
大
型
店

②
秋
田
駅
前
、
広
小
路
周
辺

③
勤
務
先
・
通
学
先
の
近
く

特
に
決
ま
っ
て
い
な
い

④
大
町
、
通
町
周
辺

20

50

70

80

40

90

道路の整備状況は

中心市街地のまちづくりは

公園や緑地、街路樹は

バスなど公共機関の
利用しやすさは

洪水、地すべりなど
自然災害からの安全は

冬期の除雪については

ごみの収集については

子どもを育てやすい環境づくりは

買い物の便は

病院や医院など医療機関の
利用しやすさは

0 10 20 30 40 50 60 70 100％

12.8 35.1 48.7

55.3

16.9

44.4

10.4

57.8

11.5

21.6

21.0

25.6

3.4

8.0

4.9

7.1

19.1

2.7

3.6

3.2

15.1

3.6

28.8

50.4

34.9

41.5

26.7

47.9

46.3

51.3

48.5

7.9

27.8

13.6

29.1

12.8

36.8

28.8

12.5

22.3

80 90

よい・
どちらかといえばよい

ふつう わからない・
無回答

悪い・
どちらかといえば悪い

秋
田
市
の
将
来
像
と
し
て
は
、「
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
が
五
九
・

七
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
、「
子
ど
も
が
い
き
い
き

と
育
つ
ま
ち
」
が
四
九
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
長
寿
社
会
へ
の
不
安
を

反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、
安
心
で
か
つ
希
望
を
も

っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

以
下
、「
災
害
へ
の
備
え
が
よ
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」「
交
通
の
便
が
よ
く
、
生
活
が
便
利
な
ま
ち
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
住
ま
い
の
近
く
」
が
、
七
九
・
〇
％
と
全
体
の
八

割
近
く
を
占
め
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
秋
田
駅
前
、

広
小
路
周
辺
」
は
二
八
・
六
％
で
し
た
が
、
二
十
歳

未
満
で
は
六
七
・
三
％
と
最
も
高
く
、
若
年
層
の
利

用
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
の
居
住
環
境
な
ど
二
十
七
項
目
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。(

こ
こ
で
は
十
項
目
を
紹
介)

「
よ
い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
よ
い
」
と
い
う
肯
定

的
な
評
価
が
多
い
の
は
、「
ご
み
の
収
集
」(

三
六
・

八
％)

、「
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
」(

二
九
・
一
％)

、

「
買
い
物
の
便
」(

二
八
・
八
％)

の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、「
悪
い
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪

い
」
と
い
っ
た
評
価
が
多
い
の
は
、「
冬
期
の
除
雪
」

(

五
七
・
八
％)

、「
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
」(

五

五
・
三
％)

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
全
般
的
に
住
環
境
に

対
す
る
市
民
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

03 広報あきた　9月22日号

住みやすい
45.9％

住みにくい7.4％

どちらともいえ
ない36.7％

わからない
2.9％

無回答7.1％



第９次秋田市総合計画の策定に向けて

まちづくり市民アンケート

少
子
化
対
策
は
？

経
済
支
援
、
保
育
環
境
の
整
備
を
期
待

複
数
回
答

(

三
つ
以
内)

秋
田
市
の
魅
力
は
？

「
郷
土
料
理
」「
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
」
が
上
位

複
数
回
答

(

三
つ
以
内)

欲
し
い
公
共
施
設
は
？

「
レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽
施
設
」
が
31
・
１
％

複
数
回
答

(

三
つ
以
内)

レジャー・娯楽施設

イベントなどを行う多目的施設

体育館、プールなどのスポーツ施設
公園、緑地

街路灯、防犯灯

商業施設(スーパーなど)
病院、医院などの医療機関

バス路線、バス停

図書館

0 5 10 15 20 25 30 35％

31.1
26.7

20.5

17.6
17.4

13.8
13.8

12.3
11.5
10.8
9.6
9.6
8.3
8.2

6.4

5.6

5.5
5.1コミュニティセンター、集会所

美術館
保育所、幼稚園、児童館など子育て関連の施設

駐在所、交番

老人福祉施設

公民館などの社会教育施設

市役所のサービス窓口
音楽ホール

障害者福祉施設

男女が共同で子育てをする意識の啓発

結婚の奨励、機会づくり

公園や子どもの遊び場の整備

保健所で行っている育児相談や
育児講座の開催などのサービスの充実

地域保健推進委員や民生委員などが
行っている子育て支援

0 10 20 30 40 50 60％

53.6

44.2

41.2

35.5

25.4

25.3

15.7

7.7

7.2

5.0

妊娠、出産の費用や乳幼児の
医療費などへの経済的支援
職場の子育て支援体制の

充実(育児休暇など)
延長保育、休日保育、一時保育など

多様な保育サービスの充実

保育所、幼稚園、児童館など
子育て関連施設の充実

仲間同士で自主的に開催している
育児サークルの支援

郷土料理

自然環境

日本酒
人情

秋田弁

秋田新幹線
農産物

中高一貫教育

救急救命率

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％

43.5
43.1

38.6

28.0
18.2

16.1
16.1

13.0
11.7

9.2
5.8
4.7
4.5
4.5
3.0

2.4

2.0
1.6スポーツ

都市景観、まちなみ
秋田港

県都

お祭り、イベント

盛り場、繁華街

雪
秋田美人

歴史

身
近
な
場
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
内
の
ど
こ
か
に

も
っ
と
ほ
し
い
施
設
と
し
て
は
、「
レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽

施
設
」
が
最
も
多
く
三
一
・
一
％
、
次
い
で
「
老
人
福

祉
施
設
」
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
多
目
的
施
設
」

「
体
育
館
、
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
の
順
。

年
代
別
に
み
る
と
、
若
い
世
代
で
は
、「
レ
ジ
ャ

ー
・
娯
楽
施
設
」
を
二
十
歳
代
六
二
・
八
％
、
三
十
歳

代
五
五
・
五
％
と
半
数
以
上
の
人
が
希
望
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
五
十
歳
代
よ
り
上
で
は
年
代
が
高

く
な
る
に
つ
れ
「
老
人
福
祉
施
設
」
を
希
望
す
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
外
の
人
に
紹
介
し
た
い
秋
田
市
の
魅
力
や
特
徴

は
、「
郷
土
料
理
」
が
四
三
・
五
％
、「
お
祭
り
・
イ
ベ

ン
ト
」
が
四
三
・
一
％
と
、
味
と
祭
り
が
四
割
以
上
。

次
い
で
「
自
然
環
境
」が
三
八
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

秋
田
市
の
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
に
対
し
愛
着
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
以
下
、「
日
本
酒
」

二
八
・
〇
％
、「
人
情
」一
八
・
二
％
と
い
う
順
。

男
女
別
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
押
し
は
男
性

が
「
自
然
環
境
」、
女
性
は
「
郷
土
料
理
」
と
、
感
じ
て

い
る
魅
力
に
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
数
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
少
子
化
現

象
。
そ
の
対
策
と
し
て
は
、「
妊
娠
、
出
産
の
費
用
や

乳
幼
児
の
医
療
費
な
ど
へ
の
経
済
的
支
援
」
が
五

三
・
六
％
で
最
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、「
職
場
の
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実(

育

児
休
暇
な
ど)

」
が
四
四
・
二
％
、「
延
長
保
育
、
休

日
保
育
、
一
時
保
育
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
が
四
一
・
二
％
の
順
。
経
済
支
援
、
保
育
環

境
の
整
備
な
ど
子
育
て
に
直
接
か
か
わ
る
事
項
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
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21世紀のカタチつくります ●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
？

今
後
の
情
報
交
流
媒
体
と
し
て
期
待

広
報
の
方
法
は
？

市
民
に
浸
透
し
て
い
る「
広
報
あ
き
た
」

複
数
回
答

(

二
つ
以
内)

広
聴
の
方
法
は
？

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
46
・
３
％

複
数
回
答

(

二
つ
以
内)

ワークショップ

手紙やはがきによる投書

電子メールなどインターネット

市長ホットライン、電話

審議会

0 10 20 30 40 50％

46.3

25.1

21.6

20.5

16.2

13.5

11.1

10.1

8.0

5.1

アンケート調査

町内会、ＮＰＯなどの
団体を通じた要望

移動市役所、地域集会

モニター制度

市議会議員を通じた要望

新聞

ラジオ

ホームページ

電子メール

0 10 20 30 40 50 60 70 80％

80.7
37.4

34.0

29.9

3.3

3.2

2.5

1.0

広報あきた

町内会などの回覧板

テレビ

ケーブルテレビ
(コミュニティチャンネル)

無回答
7.8％ ホームページを

見ている
14.7％

興味はあるが
見ることができない

51.3％

興味がないので
見ない
26.2％

市
民
の
声
を
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
へ
効
果
的
に
反

映
さ
せ
る
に
は
、
ど
ん
な
方
法
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
四
六
・

三
％
と
半
数
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、「
町

内
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
を
通
じ
た
要
望
」「
移
動

市
役
所
・
地
域
集
会
」「
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
順
。
こ

れ
に
対
し
て
、「
審
議
会
」「
市
長
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・

電
話
」
は
低
い
割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
政
情
報
な
ど
の
望
ま
し
い
広
報
手
段
に
つ
い
て

は
、「
広
報
あ
き
た
」
が
八
〇
・
七
％
と
広
く
市
民
に

浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
以
下
、「
町

内
会
な
ど
の
回
覧
板
」「
テ
レ
ビ
」「
新
聞
」
と
な
っ

て
お
り
、
以
上
四
つ
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
集
中
度
が
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
を
視
野
に

入
れ
た
広
報
活
動
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
い
る
」
割
合
は
一
四
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。「
興
味
は
あ
る
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」(

五

一
・
三
％)

と
「
興
味
が
な
い
の
で
見
な
い
」(

二
六
・

二
％)

を
合
わ
せ
た
、「
利
用
し
て
い
な
い
人
・
で
き

な
い
人
」
は
八
割
近
く
に
の
ぼ
り
、
ま
だ
十
分
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
な
い
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、「
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
半
数
を

超
え
て
お
り
、
今
後
の
技
術
革
新
や
低
価
格
化
に
よ

る
普
及
を
考
え
る
と
、
市
民
と
行
政
と
の
新
た
な
双

方
向
交
流
媒
体
と
し
て
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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保育所

知的障害者の
授産施設

(作業室、訓練室、デイサービスなど)

高齢者の
デイサービス

地域交流スペース
(ティーサロン、会議室、
ボランティア室など)

屋上テラス 高齢者の居住ゾーン

居室
居室

泉
地
区
に

福
祉
複
合
施
設
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す

屋外交流スペース

園芸スペース

談話室

至天徳寺�

�

　�

　� 　� 　�

　�
　� 　�

ヤマキ�

マクドナルド�

新�

泉中学校�

生協�

操車場入口�

�

� 泉ハイタウン�

●�

国�
道�

●�●� ●�

福祉複合施設�
　　建設地�

●�グランマート�

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

福
祉
を
め
ざ
す
開
か
れ
た
施
設
で
す

市
で
は
、
泉
地
区
に
福
祉
複
合
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
の
建
物
の
中
に
、
保
育
所
、
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
知
的
障
害
者
の
通
所
授
産
施
設
、
そ
し
て
、

地
域
の
か
た
が
た
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

福祉複合施設の
配置イメージ図

こ
の
計
画
は
、
二
十
一
世
紀
の
福
祉
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
新
し
い
発
想
で
福
祉
を
も
っ
と
開
か
れ
た
も
の
に
し

よ
う
と
す
る
、
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
で
す
。

建
物
の
中
を
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
や
地
域
の
か
た
が
た

が
、
分
け
隔
て
な
く
自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
施
設

は
、
全
国
で
も
先
駆
的
な
試
み
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
高
齢
者
も
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
支
え
合
う
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

施
設
の
建
設
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
あ
と
市
内

の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
具
体
的
な
事
業
計
画
書
を
出
し
て

も
ら
い
、
優
れ
た
計
画
の
一
法
人
を
決
定
し
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
は
平
成
十
四
年
度
の
予
定
で
す
。

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

高齢者生活福祉センター
(居住施設20人・デイサービスセンター)

保育所(定員60人、一時・延長保育など)

知的障害者通所授産施設
(授産施設40人・デイサービスセンター・レスパイトサービスなど)

(保育室、子育て支援室など)

06

お問い合わせは福祉総務課1（866）2092



c（株）カッパンプラン

制作室

集会室

会議室

ギャラリー

喫茶・軽食コーナー

ボランティアルーム

情報提供
サロン

コンサート
ステージ

文化・学習�
エリア�

にぎわい�
エリア�

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
。
理
想
を
言

葉
で
い
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
こ
の
施
設
が

理
想
を
現
実
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ

か
ら
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

施
設
の
利
用
者
同
士
、
ま
た
、
利
用
者
と

地
域
の
か
た
が
た
と
の
自
然
な
交
流
が
芽
生

え
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
こ
の
複
合
施
設
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
複
合
施
設
に
は
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
市
民
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
、
語
ら
い
の
場
や
福
祉
学
習
の
場
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
中
心
に
、

い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
ふ
く
ら
ん
で
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
育
所
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
と

日
ご
ろ
か
ら
接
す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
や

い
た
わ
り
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
育
児
サ
ー
ク
ル
に
開
放
す
る
部
屋

を
設
け
、
保
育
所
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
ほ

か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
集
え
る
場
所

と
し
ま
す
。

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介

護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
で
、

介
護
保
険
制
度
で
「
非
該
当
」
ま
た
は
「
要

支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成
十
六

年
度
い
っ
ぱ
い
で
施
設
を
退
所
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
よ

う
な
か
た
が
た
や
、
自
宅
で
の
生
活
に
不
安

の
あ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
が
、
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
た
個
室
タ
イ
プ
の
居
住
施
設
で
す
。

外
出
も
自
由
で
、
生
活
の
見
守
り
を
す
る

生
活
援
助
員
が
二
十
四
時
間
い
ま
す
の
で
、

も
し
も
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

こ
こ
に
計
画
し
た
知
的
障
害
者
の
通
所
授

産
施
設
は
、
保
戸
野
、
新
屋
南
浜
町
（
第
一
・

第
二
）、
千
秋
公
園
に
あ
る
四
か
所
の
授
産
所

を
統
合
す
る
も
の
で
、
市
の
認
可
を
受
け
た

法
定
施
設
に
な
り
ま
す
。

法
定
の
認
可
施
設
に
な
る
と
、
運
営
費
に

国
と
市
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
ゆ
と

り
あ
る
作
業
環
境
の
確
保
や
ス
タ
ッ
フ
の
身

分
保
障
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
た
だ
単
に
就
労
の
た
め
の
授
産

作
業
を
繰
り
返
す
だ
け
で
な
く
、
趣
味
活
動

や
文
化
活
動
な
ど
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の

人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
、
豊
か
な
人
生
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
に
あ
る
ほ
か
の
民
間
小
規

模
作
業
所
に
つ
い
て
も
、
そ
の
法
定
化
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
自
活
し
て
住
む

新
し
い
形
の
居
住
施
設
で
す

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
に

育
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
支
援
し
ま
す

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
中
心
の

開
放
的
な
福
祉
施
設
で
す
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田
八
丈
は
、
二
百
年
の
歴
史
を

誇
る
草
木
染
め
の
絹
織
物
で

す
。
絹
糸
を
ハ
マ
ナ
ス
の
根
で

染
め
る
染
色
法
が
秋
田
独
特
の
も
の
で
、

茶
色
や
黄
色
が
織
り
な
す
気
品
が
全
国
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
南
三
丁
目
に
あ
る
滑な

め

川か
わ

機
業
場
の
滑

川
晨し

ん

吉き
ち

さ
ん(

七
十
八
歳)

は
、
そ
の
伝
統
の

技
を
受
け
継
い
で
い
る
た
だ
一
人
の
織
元

で
す
。
明
治
四
十
三
年
に
創
業
し
、
現
在

で
二
代
目
。
初
代
で
あ
っ
た
父
が
守
っ
て

き
た
手
法
に
改
良
を
加
え
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
に
織
り
上
げ
ら
れ
た
秋
田
八
丈
は
、
昭

和
五
十
五
年
に
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

秋
田
八
丈
の
歴
史
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
二

百
年
前
。
奥
州
伊
達
郡
保ほ

原ば
ら(

現
・
福
島
県)

か
ら
、
養
蚕
や
織
物
技
術
に
秀
で
た
石
川
瀧

右
衛
門
が
秋
田
に
移
り
住
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
当
時
の
秋
田
藩
は
こ
れ
ら

の
殖
産
産
業
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
上
州
桐
生

(

現
・
群
馬
県)

か
ら
蓼た

で

沼ぬ
ま

甚
平
と
い
う
技
術

者
を
招
い
て
織
物
技
術
を
伝
承
し
て
い
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
奥
州
伊

達
の
は
た
道
具
と
織
技
法
、
桐
生
の
縞し

ま

織
物

と
色
彩
に
、
秋
田
の
染
め
技
術
が
融
合
し
て

秋
田
八
丈
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

最
盛
期
だ
っ
た
明
治
二
十
七
年
頃
に
は
、

市
内
に
二
十
七
、
八
軒
も
の
機
業
場
が
あ
り
、

年
間
六
万
反
も
の
織
物
が
織
ら
れ
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
時
代
末
の
恐
慌

な
ど
で
次
々
に
閉
鎖
さ
れ
、
昭
和
四
年
以
降

は
滑
川
さ
ん
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
八
丈
の
染
め
原
料
は
全
て
植
物
で
、

ハ
マ
ナ
ス
の
根
か
ら
は
茶
色
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

の
葉
か
ら
は
赤
み
の
あ
る
黄
色
、
カ
リ
ヤ
ス

か
ら
は
青
み
の
あ
る
黄
色
を
絞
り
出
し
ま

す
。
中
で
も
、
ハ
マ
ナ
ス
は
海
岸
部
に
自
生

し
て
い
る
秋
田
産
。
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け

る
風
や
雨
が
い
い
色
素
を
持
っ
た
根
を
育
て

る
の
だ
そ
う
で
す
。

「
秋
田
八
丈
の
色
は
、
厳
し
い
環
境
を
耐

え
抜
い
て
生
き
る
粘
り
強
い
秋
田
県
民
そ
の

も
の
。
大
量
生
産
の
時
代
に
あ
っ
て
も
昔
な

が
ら
の
手
織
り
技
術
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た

い
」。
洗
う
ほ
ど
に
色
つ
や
が
増
し
、
親
子

三
代
に
わ
た
っ
て
愛
用
で
き
る
耐
久
性
は
秋

田
八
丈
な
ら
で
は
と
話
す
滑
川
さ
ん
。
二
百

年
の
伝
統
文
化
を
守
り
は
ぐ
く
む
心
意
気

が
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

伝
統
の
美
で
染
め
る

絹
織
物
秋
田
八は

ち

丈
じ

ょ

う

● City`s Culture

秋

⑰

時を越えて生き続ける見えない力がある。
ふるさとの文化。
いま、次代へ、確かに伝えるもの…。

染めた糸を水で洗い、ぎり棒を使って絞り合わせを繰り返す

■滑川機業場q(862)4895
旭南三丁目8－5。着物地
のほか、名刺入れや札入
れ、風呂敷、テーブルセ
ンターなどもあります。

秋田八丈

ハ
マ
ナ
ス
の
根
で

染
め
た
独
特
の
風
合
い

茶色や黄色、黒の糸を
並べて生地の模様を決
める

織物の軸となる縦糸を巻く整経の作業
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茶
や
黄
が
織
り
な
す
粋
な
格
子
模
様



10月13日(金) 秋田キヤッスルホテル
●13：00～14：30 開会式・基調講演(永六輔氏)
●15：00～16：40 ◎分科会Ａ【衣と食の連】

◎分科会Ｂ【住と工芸の連】
◎分科会Ｃ【全国大漁旗フォーラム】

●17：00～18：00 落語・職人噺(入船亭扇橋師匠)
●18：30～20：30 交流会

①全日程(交流会含む)10,000円
②基調講演・分科会・落語(交流会なし)1,500円 ※13日のチケットはプレイガイドで発売中

全国職人学会ｉｎあきた実行委員会事務局
1(836)3900

問い合わせ

参加料

全国職人学会ｉｎあきた
第２回 伝えよう！美と技のこころ意気！

10月14日(土)
秋田公立美術工芸短大
職人親子体験工房
10：00～12：30 金銀細工の加工・染め加工・漆工芸
●対　象　小学４年生以上の親子(抽選で各７組)
●参加費　１組2,000円
●申し込み　９月29日(金)まで実行委員会事務局へ

手
染
職
人
の
技
と
心
を
先
祖

代
々
受
け
継
ぐ
十
二
代
目
・
工

藤
幸
彦
さ
ん(

濁
川
字
家
ノ
前)

。

工
藤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
校

旗
や
の
れ
ん
、
手
ぬ
ぐ
い
、
風

呂
敷
な
ど
数
多
く
の
染
め
物
を

仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。

染
色
は
季
節
や
微
妙
な
気
温

の
変
化
、
湿
度
、
生
地
な
ど
に

も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
微

妙
な
色
の
違
い
で
も
納
得
が
い
か

な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
始
め
か
ら

や
り
直
し
ま
す
。
ま
さ
に
真
剣
一

回
勝
負
。

今
日
も
ギ
ュ
ッ
と
帯
を
締
め
、

妥
協
を
許
さ
な
い
職
人
魂
で
、

一
枚
一
枚
生
地
を
染
め
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

「
職
人
と
は
、
普
段
み
な
さ
ん

が
気
楽
に
使
っ
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
生
活
に
必
要
な
も
の
を

作
っ
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
職
人
の
存
在
は
、
み
な

さ
ん
の
生
活
に
、
と
て
も
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
人
と

し
て
お
客
さ
ん
の
注
文
ど
お
り

染
め
あ
げ
、
お
客
さ
ん
や
そ
れ

を
目
に
す
る
か
た
が
た
に
喜
ん

で
も
ら
え
た
り
、
感
動
し
て
も

ら
え
た
ら
感
無
量
で
す
。
気
持

ち
を
こ
め
て
作
る
か
ら
、
相
手

に
も
そ
の
思
い
が
伝
わ
る
。
心

を
こ
め
、
お
客
さ
ん
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な
物
、
そ
し
て

常
に
自
分
で
最
高
だ
と
納
得
で

き
る
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
」。

工
藤
さ
ん
は
い
ま
、
十
月
十

三
日
(金)
・
十
四
日
(土)
に
開
か
れ

る「
全
国
職
人
学
会
イ
ン
あ
き
た
」

の
実
行
委
員
会
幹
事
長
も
務
め

て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
の
分

科
会「
全
国
大
漁
旗
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
手
染
職
人
た
ち
の
全
国
組

織
。
会
場
で
は
、
全
国
各
地
の

腕
利
き
の
手
染
職
人
が
染
色
し

た
自
慢
の
大
漁
旗
が
披
露
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
見
事
な
大
漁

旗
が
飾
ら
れ
た
会
場
で
、
職
人

た
ち
の
含
蓄
に
富
ん
だ
話
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

全国職人学会の実行委員会幹事長

工藤さんの仕事姿には手染職人としての年輪と自信が感じられます

工
く

藤
どう

幸
ゆき

彦
ひこ

さん（59歳）

職
人
の
技
と
心
で
、

一
枚
一
枚
染
め
あ
げ
ま
す

09 広報あきた　9月22日号



10
月
１
日

国
勢
調
査

国
勢
調
査

10
月
１
日

調査員が伺います

今
年
は
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
福
祉
を
は
じ
め
、
雇
用
、
住

宅
対
策
な
ど
、
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
お
配
り
す
る
調
査
票
の
必
要
事
項
に
、

正
し
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
30
日
(土)
ま
で
に
調
査
票
が
届
か
な
い
か
た

は
、
お
手
数
で
す
が
、
国
勢
調
査
実
施
本
部
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

国勢調査員が、９月23日(土)から30日(土)ま
で、みなさんのお宅に調査票をお配りします。
記入していただいた調査票の回収は、10月
１日(日)から９日(月)までの間に行います。
ご協力をお願いいたします。

問い合わせ

国
勢
調
査
秋
田
市
実
施
本
部

q(

８
６
６)

１
９
６
４

10



黒鉛筆で
記入して
ください

11 広報あきた　9月22日号

10月１日の国勢調査で、
秋田市の人口は
何人になるでしょう？

●応募方法
はがきに、予想人口と住所・氏名・年
齢・性別・職業(学校名、学年)・自宅の
電話番号を書いて、〒011－0901秋田市
寺内字蛭根85－9 交通局舎３階「国勢調
査秋田市実施本部」へどうぞ。
応募は１通１解答とし、秋田市に住むか
たに限らせていただきます。締め切りは
10月10日(火)(当日消印有効)。

25

26

27

28

29

30

31

32
万人

昭和50年 55年 60年 平成２年 ７年 12年

●賞　　品

ぴたり賞…

おしいで賞…　

10,000円相当の記念品(的
中者または一番近いかた１人
に贈呈。多数の場合は抽選)

5,000円相当の記念品(ぴた
り賞以外のかたで、ぴたり賞
に近い数値の順に10人に贈呈)

●発　　表
正解と入賞者は、12月に総務庁から人
口概数が発表されたあと、本紙で発表。

国勢調査による近年の人口の推移
参考までに…

※最近の人口は「広報あきた」の毎月第４
金曜日号に掲載しています。ただし広報
掲載の人口は推計値のため国勢調査の結
果とは誤差がでます。

問い合わせ 国勢調査秋田市実施本部
q(８６６)１９６４

261,246

296,400

284,863

311,948

302,362

？

・

・

・
・

・

ふるってご応募ください

調査にご協力をお願いします



市
ガ
ス
局
で
は
、
市
営
ガ
ス
を
利
用
し
て

い
る
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
来
年
４
月
に
ガ

ス
事
業
を
民
間
移
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
や
、
今
後
の
ガ
ス
料
金
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
き
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

▼
９
月
27
日
(水)
午
後
６
時
30
分
〜
、
飯
島
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
▼
28
日
(木)
午

後
６
時
30
分
〜
、
外
旭
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
▼
29
日
(金)
午
後
６
時
30
分

〜
、
八
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
30
日
(土)
午
後
１
時
30
分
〜
、
ガ
ス
局
庁
舎

３
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

市
ガ
ス
局
総
務
課
1(

８

４
５)

３
１
４
５

市
ガ
ス
局
と
東
部
ガ
ス
で
は
、
ガ
ス
器
具

を
安
全
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
11
月
30

日
ま
で
各
種
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ガ
ス
器
具
の
安
全
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に
う
か
が
い
、
ガ

ス
器
具
な
ど
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

○
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
付
い
て
い
な
い

小
型
湯
沸
器
を
お
使
い
の
ご
家
庭
を
訪
問

し
て
一
酸
化
炭
素
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ガ
ス
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
や
安
全
装
置
付
き
ガ
ス
器
具
の

使
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

市
ガ
ス
は
５
Ａ
、
東
部
ガ
ス
は
13
Ａ
の
ガ

ス
器
具
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
ガ
ス
局
1(

８
４
５)

３

１
４
７
、
東
部
ガ
ス
1(

８
３
２)

６
５
９
５

地
区
計
画(

広
面
谷
内
佐
渡
、
下
新
城
中

野
地
区)

と
都
市
計
画
道
路
・
牛
島
茨
島
線

(

茨
島
六
・
七
丁
目
地
内)

の
変
更
、
秋
田
駅

東
第
３
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

街
区
公
園
の
追
加
に
つ
い
て
、
秋
田
市
都
市

計
画
審
議
会
を
開
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す

る
か
た
は
、
都
市
計
画
課
1(

８
６
６)

２
１

５
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
／
10
月
５
日
(木)
午
後
２
時
〜
　

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
正
庁

第
５
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
７
月
22
日
に
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
た
か
た
の
声
や
そ
れ
へ
の
対

応
を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。都
市
計
画
課
、

土
崎
・
新
屋
支
所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
コ

ミ
セ
ン
、
公
民
館
で
、
10
月
20
日
(金)
ま
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ご
意
見
を
ど
う
ぞ
。

秋
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中
。

(h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/)

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
1(

８
６
６)

２
１
５
２

市
税
の
役
割
や
意
義
を
Ｐ
Ｒ
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
入
選
作
品
は
、
看
板
や
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
納
税
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。
入

選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

●
応
募
方
法

は
が
き
に
、
標
語(

１
人
２

点
ま
で)

、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
10
月
20
日
(金)
ま
で
、
〒

０
１
０
―

８
５
６
０
秋
田
市
納
税
課
納
税
推

進
担
当
1(

８
６
６)

２
０
５
９

最
近
、「
水
道
局
に
頼
ま
れ
て
水
質
検
査

に
来
た
」
と
い
っ
て
訪
問
し
、
高
価
な
浄
水

器
な
ど
を
販
売
し
よ
う
と
す
る
不
審
者
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
依
頼
の
な
い
訪
問
検
査
や

修
繕
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
浄
水
器

を
販
売
・
斡
旋
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
わ
れ
た
か
た
は
水
道
局
へ
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
1(

８
２
３)

８
４
３
１
　

市
都
市
計
画
審
議
会
を

開
き
ま
す

３

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

市
税
を
Ｐ
Ｒ
す
る

納
税
標
語
を
募
集

５

「
安
心
ガ
ス
ラ
イ
フ
21

運
動
」を
展
開
中

２

稲わらを燃やさないで 稲刈りの時期は、稲わらやもみ殻焼きによる煙の苦情が多く寄せられ
ます。農家のみなさん、稲わらは堆肥にするなど燃やさず有効に利用してください。(環境保全課)

市
営
ガ
ス
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

説
明
会
を
開
き
ま
す

１

に
せ
水
質
検
査
員
に

ご
注
意
を

６

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
の

市
民
意
見
集
を

ご
覧
く
だ
さ
い

４

人口12.９.１現在

●人口／316,605人(＋98)
●男／151,138人(＋23)
●女／165,467人(＋75)
８月分・出生 239人

・死亡 208人
・転入 892人
・転出 825人

（ ）内は前月比

●世帯／123,331世帯(＋92)
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入選作品

決定

市
役
所
駐
車
場
は
、
夜
間
と
休
日
に
は
一

般
開
放
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
満
車
に

な
る
と
通
路
や
出
入
口
付
近
に
駐
車
し
た

り
、
翌
朝
ま
で
駐
車
し
た
り
す
る
、
迷
惑
駐

車
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
緊
急
車
両
の
出
入

り
の
支
障
に
な
っ
た
り
、
事
故
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
区
画
さ
れ
て
い
な
い

ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
す
る
こ
と
は
、
硬
く
お
断

り
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

管
財
課
庁
舎
管
理
担
当
1

(

８
６
６)

２
０
５
３

市
斎
場
火
葬
棟
の
内
部
改
修
工
事
の
た

め
、
10
月
１
日
(日)
か
ら
、
火
葬
開
始
時
間
が

通
常
の
時
間
よ
り
１
時
間
繰
り
上
が
り
午
前

９
時
、
11
時
、
午
後
１
時
に
変
わ
り
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
課
1(

８
６
６)

２
０

７
４上

新
城
に
あ
る
大
滝
山
自
然
公
園
の
吊
り

橋
改
修
工
事
の
た
め
、
10
月
18
日
(水)
ま
で
、

園
内
の
吊
り
橋
と
一
部
の
遊
歩
道
が
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。
現
地
の
案
内
に
し
た
が
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

林
務
課
1(

８
６
６)

２
１

１
７

市
役
所
駐
車
場
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

７

｢わたしの好きな街角｣
写真コンテスト

｢明徳館の横の小さな通り。今は大きく
なり、青春時代を思い出す通りです｣

『みんなでつくろう　安全・安心のまち』
10月11日～20日は全国地域安全運動期間です

斎
場
の
火
葬
開
始
時
間

が
変
わ
り
ま
す

８

市医療技術職員の採用試験

問い合わせ

試験区分

昭和47年４月２日以降に生まれ、看
護婦(士)の資格をお持ちのかた、ま
たは平成13年に実施される国家試験
において取得見込みのかた

昭和47年４月２日以降に生まれ、臨
床検査技師の資格をお持ちのかた、
または平成13年に実施される国家試
験において取得見込みのかた

診
療
放
射
線
技
師
　
臨
床
検
査
技
師

看
護
婦(

士)

看護業務

診療放射線
業務

臨床検査
業務

職務内容 受験資格

医
療
技
術
職
員

26人

昭和46年４月２日以降に生まれ、薬
剤師の資格をお持ちのかた、または
平成13年に実施される国家試験にお
いて取得見込みのかた

薬
剤
師

薬剤業務 １人

２人

２人

昭和47年４月２日以降に生まれ、診
療放射線技師の資格をお持ちのかた、
または平成13年に実施される国家試
験において取得見込みのかた

■試験案内書をさしあげます
９月22日(金)から、市立秋田総合病院事務局総務課、
市役所１階の案内窓口、土崎支所、新屋支所、秋田駅
の市民サービスセンター、秋田市東京事務所でさしあ
げます。必ず「試験案内書｣に従って手続きしてくだ
さい。
■受け付け
９月27日(水)から10月18日(水)まで市立秋田総合病院
事務局総務課で受け付けます。

市立秋田総合病院事務局総務課1(823)4171

●試 験 日 11月５日(日)
●試 験 場 秋田公立美術工芸短期大学(新屋大川町12-3)
●試験科目 一般教養試験、作文試験

採　　用
予定人員

豊岩地区に造成した南西墓地の使用者を募集します。
■募集基数　45基(4.0ｍ)

■永代使用料　224,000円(一括納付)

■管理手数料　年4,259円(今年度分から納付)

■対象となるかた 市内に住所または本籍があり、遺

骨がありながら、墓地がなく寺院の納骨堂や自宅な

どに保管しているかた。分骨は対象としません。

■抽選 申込者多数の場合は公開抽選で決定します。
抽選は10月20日(金)、秋田市役所2階正庁で。

■申し込み ９月25日(月)から10月13日(金)まで申請
用紙に必要事項を記入し、直接生活課窓口へ提出し
てください。申請用紙は生活課、土崎支所、新屋支
所にあります。

市営墓地の
使用者を募集

９月25日(月)～10月13日(金)に申し込みを

問い合わせ 生活課1(866) 2074

最優秀賞
武藤和子さん(仁井田福島)
明徳館小路

s優秀賞＝伊藤金一郎さん(土崎港東)
鈴木武男さん(寺内字蛭根)
大島実さん(新屋割山町)

…応募総数102点。たくさんのご応募ありがとうございました。
表彰式は10月４日都市景観の日に行います。佳作を含む入賞
作品は、表彰式後に市役所１階の市民ホールに展示します。

大
滝
山
自
然
公
園
の

吊
り
橋
が
使
え
ま
せ
ん

９
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白山公民館前 (白山)
保多野公民館前　(保多野)
上新城地域センター前　 (五十丁)
道川公民館前 (道川)
明徳地区コミュニティセンター前　(手形住吉町)
「アイ・ランド」手形店裏側駐車場 (手形字蛇野)
新藤田公民館前　(新藤田西町１)
旭川地区コミュニティセンター前　(手形字才ノ浜)
中野上公民館前　(中野字琵琶沼)
北部公民館前　(中野字前谷地)
下新城地域センター前　(笠岡字堰場)
槻の木橋手前佐藤努さん宅前路上(岩城字槻木)
佐々孫商店前　(仁別字栗畑台)
添川公民館前　(添川字添川)
農協団地あさひかわ第一児童公園前　（濁川字後田）
高梨台公民館前　(新藤田字高梨台)
片田公民館前　(片田字刈又)
金足農業高校正門前　(追分字海老穴)
岩瀬公民館前　(岩瀬字前山)
松園公民館前　(道東二丁目１5)
旧穀丁公民館近く長沢孝一さん宅前　(穀丁４)
緑ケ丘薬局前　(緑丘町２)
飯島地域センター前　(松根東)
西袋ポプラ会館前　(西袋)
飯島南児童センター前　(飯島字飯田水尻)
旧みそのクリニック横　(寺内字蛭根)
寺内地域センター前　(寺内字神屋敷)
トー屋堂ノ沢店駐車場　(寺内字堂ノ沢)
野村・田中公民館前　(寺内字三千刈)
スーパーサトウ大畑店前　(八橋大畑二丁目３)
(株)むつみワールド駐車場　(八橋本町三丁目)
土崎消防署将軍野出張所前　(土崎港東四丁目２)
絵画教室アトリエ向い淡路定明さん宅前　(土崎港東一丁目２)
穀保町会館前　(土崎港南一丁目９)
泉地区コミュニティセンター前　(泉北一丁目)
うえたストア駐車場　(泉南二丁目)
泉保育所裏東側路上　(泉中央五丁目)
こどものクリニック横駐車場　(泉中央五丁目)
泉郵便局隣石塚酒店前　(泉馬場６)
マジカルママ川尻店駐車場　(川尻総社町１)
川尻児童館前　(川尻みよし町８)
西田酒店前　(上野町１)
倉部クリーニング横駐車場　(川尻新川町８)
西四丁目町内会館前　(牛島西四丁目)
牛島西二丁目市営住宅第一集会所前　(牛島西二丁目)
牛島児童館前　(牛島東一丁目)
マルダイスーパー牛島店前　(牛島東五丁目)
浜ナシ山児童遊園地隣佐藤隆一さん宅前　(浜ナシ山)
市民生協本部駐車場　(土崎港北六丁目１)
桜町児童遊園地　(保戸野桜町９)
八丁公民館近くの石塚清温さん宅前　(保戸野八丁)
千代田会館前　(保戸野千代田町６)
豊町町内会館前　(豊町４)
うえたストア勝平店駐車場　(松美町11)
勝平地区コミュニティセンター前　(松美ガ丘東町)
茨島七丁目会館前　(茨島七丁目16)
佐々鉄酒店前　(茨島六丁目３)
そば処やまぶき隣京屋進さん宅前　（茨島二丁目６)

10:00～10:30
10:45～11:15
11:30～12:00
13:30～14:00
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
10:00～10:30
10:45～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
10:00～10:30
10:45～11:15
13:00～13:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
9:30～10:00
10:15～10:45
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00

月
日
地
区 会　　　　場 時　間 月

日
地
区 会　　　　場 時　間

栄太楼旅館駐車場　(千秋矢留町７)
亀屋旅館前　(大町一丁目４)
家具のしみず大駐車場　(大町六丁目)
高橋酒店近くの高陽ハイム駐車場　(高陽青柳町)
太平地域センター前　(目長崎字沼田)
寺庭公民館前　(寺庭字寺庭)
目長田団地町内会館前　(目長田一丁目５)
仁井田児童館前　(本町四丁目７)
タカハシ酒店前　(新田一丁目16)
小阿地公民館前　(小阿地字坂下)
四ツ小屋集会所前　(城下当場)
ふるや商店駐車場　(栗田町28)
新屋支所前　(扇町12)
美術工芸短大近くの佐藤勝宏さん宅前　(大川町1４)
元町バス停前旧中野書店駐車場　(元町13)
上北手地域センター前　(舘ノ下)
柳田公民館向い松村雄悦さん宅前　(柳田馬上田)
東部公民館前　(広面字釣瓶町)
市民生協広面店駐車場　(広面字宮田)
三吉神社入口駐車場　(広面字赤沼)
東地区コミュニティセンター前　(広面字鬼頭)
豊岩地域センター前　(豊巻字内縄尻)
横山米穀店駐車場　(表町10)
大山牛乳店前　(高美町６)
浜田地区コミュニティセンター前　(自在山)
桂根公民館前　(桂根字浜添)
長浜公民館前　(長浜字荒郷屋)
羽川部落公民館前　(羽川字二十町)
鳥谷場市営住宅集会所前　(鳥谷場)
外旭川地域センター前　(四百刈)
石塚建蔵さん宅前　(八幡田一丁目)
将軍野地域センター前　(将軍野南四丁目８)
関谷酒店前　(将軍野東一丁目７)
四ッ谷団地内市営住宅集会所前　(堰越)
佐々木工務所前　(旭南三丁目10)
鐙屋たばこ店近く板谷貞宏さん宅駐車場　(旭南二丁目２)
ビューティサロンカワモト近くの西田昇さん宅前　(川元小川町１)
御所野第一街区公園前　(御所野下堤)
御野場地域センター前　(御野場一丁目)
秋田地方法務局土崎出張所内 (土崎港中央四丁目１)
蒼龍寺近くの小料理「山富」前　(土崎港中央一丁目18)
土崎支所前　(土崎港西三丁目10)
養老の瀧駐車場　(土崎港南二丁目)
土崎南小前の渡辺正己さん宅前　(土崎港中央二丁目６)
藤井商店駐車場　(楢山愛宕下)
千秋会館南側路上　(南通みその町)
大和電機工業（株）駐車場　(南通宮田)
ホテルなにわ駐車場　(中通六丁目)
福寿旅館前　(山王二丁目６)
メゾン斉藤隣の斉藤政雄さん宅前　(山王中島町11)
文化会館駐車場西側杉山重弘さん宅前　(山王七丁目５)
女性学習センター駐車場　(楢山南中町)
川口保育所駐車場　(楢山登町19)
城東消防署後駐車場　(東通六丁目)
鈴木精肉店駐車場　(東通観音前13)
宝川公民館前　(宝川堂ケ下)
下北手地域センター前　(柳舘)
松崎公民館前　(松崎家ノ前)
横森四丁目公民館前　(横森三丁目)
桜公民館前　(桜一丁目11)

9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
10:00～10:30
10:45～11:15
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
9:30～10:00
10:15～11:00
11:15～11:45
13:30～14:00
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00
10:00～10:30
10:45～11:15
13:00～13:30
10:00～10:30
10:45～11:15
13:00～13:30
13:45～14:15
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15
14:30～15:00
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:30～14:00
14:15～15:00
9:30～10:15
10:30～11:00
11:15～12:00
13:30～14:00
14:15～14:45
10:00～10:30
10:45～11:15
13:00～13:30
13:45～14:15
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
9:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:30
13:45～14:15

10
月
27
日
(金)

10
月
26
日
(木)

10
月
25
日
(水)

10
月
24
日
(火)

10
月
23
日
(月)

10
月
20
日
(金)

10
月
19
日
(木)

10
月
13
日
(金)

10
月
10
日
(火)

10
月
11
日
(水)

10
月
12
日
(木)

10
月
16
日
(月)

10
月
17
日
(火)

10
月
18
日
(水)

太平

千秋
大町
高陽

仁井田

四ツ小屋

新

屋

上北手

広面

浜田
下浜

外旭川

将軍野

土

崎

楢山
南通
中通

山

王

楢山

東通

下北手

横森

桜

勝平

茨島

保
戸
野

土
崎

牛

島

旭南
川元

土

崎

寺内

八橋

飯

島

金
足

仁別
添川
濁川
新藤田

下

新

城

旭川

手形

上

新

城

泉

川

尻

豊岩

新屋

御野場
御所野

結核予防週間９月24日～30日

結核は今でも我が国最大の感染症、せきやくしゃみでうつ
ります。初期症状は、かぜにそっくりです。確実な服薬で結
核はなおります。早めに受診を心がけましょう。

『結核！みんな知ってる忘れてる』
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保健予防課1(883)1176問い合わせ

健康診査も
お忘れなく
10月31日まで受託医療機関で実施中

がん、脳卒中、心臓病などの生活習慣病の予
防には、その兆候を早く見つけることがとても
重要です。10月31日まで、市内128か所の受託
医療機関で、各種健康診査を行っています。た
だし、職場で検診を受ける機会のあるかたは対
象となりませんので、ご了承ください。
また、各地区を検診車が巡回し、胃がん検診

も行っています(日程は広報６月９日号に)。年に
１回は検診を受けて、自分の体に異常がないか
確かめましょう。

詳しくは広報あきた８月11日号をご覧ください

●実施している健診●●●●●●●●●●
基本健康診査 40歳以上のかた　料金：1,600円
大腸がん検診 40歳以上のかた　料金： 900円
乳がん検診 30歳以上の女性　料金： 600円
子宮がん検診 30歳以上の女性

料金：頸がん検診のみ1,000円
頸がん・体がん検診1,700円

保健予防課1(883)1176問い合わせ

予防と早期発見が
なにより大切です
がん検診を受けたかたの中から、下表のとおり

がんが見つかっています。平成11年度は大腸が
んが急増。23人ものかたの報告がありました。
がんは早期発見・早期治療が大切です。各種がん
検診の受診もお忘れなく。

検 診 名
胃 が ん 検 診
子宮がん検診
乳 が ん 検 診
大腸がん検診

が ん 発 見 数
５人
８人
２人
23人

受 診 者 数
３，６１０人
９，１７８人
８，６１０人
８，７３３人

広報あきた８月11日号に掲載した受託医療機関一覧
表の中に誤りがありました。桜地区の高橋内科医院の
受付終了時間は午後５時30分ではなく、午後５時の誤
りでした。訂正してお詫びいたします。

健康診査の受託医療機関一覧表の訂正

●胸部Ｘ線検査の対象者

来年３月31日までに16歳になるかたと、19
歳以上で、勤務先や学校で定期的にＸ線検査を
受けることのできないかた。または、結核、肺
がん検診を希望するかたが対象です。
ただし、①妊娠しているかた　②肺がん検診

を受けたかた　③肺がん、結核で治療中のかた
は除きます。

喀痰細胞診検査は、吐き出された痰を顕微鏡
で見て、がん細胞が含まれているかどうかを調
べる検査です。
次の①か②のいずれかに該当し、検査を希望

するかたを対象に行います。
①50歳以上で、喫煙指数(１日平均の喫煙本
数×喫煙年数)が600以上のかた

②最近６か月以内に血の混じった痰がでたかた

胸部Ｘ線検査のみを受けるかたは、直接検診
車においでください。検診車にある受診票に必
要事項を記入していただきます。「秋田市健康
カード」をお持ちのかたは、当日忘れずにお持
ちください。
喀痰細胞診検査を受けるかたは、受診予定日

の２週間前までに、保健予防課へお申し込みく
ださい。1(883)1176

●喀痰細胞診検査の対象者

●受診の方法

胸部Ｘ線検査は無料です。
喀痰細胞診検査は500円かかります。
無料になるかたもいますので、広報あきた７

月14日号をご覧ください。

●料金

肺が
ん検
診と

結核
検診
が

一度
でＯ
Ｋ

胸部総合検診の
追加検診
先に行った胸部総合検診を受診できなかった

かたのために、右の日程で追加検診を行います。
検診車が各地域を巡回しますので、都合のよい
会場で受けてください。なお、胃がん検診と胸
部総合検診は同日には受診できません。
検診の結果、精密検査が必要なかたと喀痰

かくたん

細
胞診検査を受けたかたには、６週間以内に通知
します。異常のなかったかたには通知はしませ
ん。

大腸がん急増中Z

15 広報あきた　9月22日号



土崎商店街に人を呼び込もう
と、地元商店街の有志が、空き店
舗を積極的に活用した新しい取り
組みを始めました。
空き店舗をカルチヤーセンター

に改装したもので、その名も『港
カルチャー倶楽部』。場所は、本
町通りに面する温泉「あったまり
～な」のとなりです。
「商店街の真ん中にシャッター

が下りているのは、非常に良くな
い。とにかく、空き店舗を作りた
くないんです。多くの人に商店街
に足を運んでもらい、かつてのに
ぎわいを取り戻したいと思って始
めました」と同倶楽部代表の幸野
谷基さん(土崎港元町商店会長)。
教室は、英会話、カラオケ、ヨ

ーガなどおよそ40講座。生徒の
ほか講師も随時募集しています。

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
土
崎
空
襲
の
時
、
私
は
小
学
一

年
。
豊
岩
に
疎
開
し
て
い
た
。
す

さ
ま
じ
い
光
と
音
、
秋
田
方
面
の

空
が
赤
く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す(

佐
藤
俊
彦
　
62
歳
・
桜)

●
終
戦
か
ら
五
十
五
年
た
っ
て

も
、
土
崎
で
は
今
だ
不
発
弾
が
…
。

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
、

空
襲
の
す
さ
ま
じ
さ
と
傷
跡
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す(

安
田
牧
子

32
歳
・
将
軍
野)

●
二
〇
〇
〇
年
の
夏
、
ハ
ッ
ピ
ー

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
・

高
校
時
代
の
級
友
た
ち
と
再
会
。

み
ん
な
若
く
て
き
れ
い
。「
元
気
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た(

土
橋
悦
子

41
歳
・
将
軍
野)

●
夏
休
み
中
、
体
調
を
悪
く
し
て

入
院
。
み
ん
な
に
心
配
を
か
け
ま

し
た
。
入
院
中
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
「
五
体
不

満
足
」
と
い
う
本
を
読
ん
で
感
動

し
ま
し
た
。
五
体
満
足
の
僕
、
甘

え
て
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た

(

熊
谷
潤
　
17
歳
・
保
戸
野)

●
今
年
の
夏
は
娘
の
た
め
に
頑
張

っ
て
四
回
ほ
ど
海
へ
。
最
後
の
最

後
に
娘
は
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
、
太

も
も
上
部
が
パ
ン
パ
ン
。
苦
し
み

の
夏
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、

来
年
も
海
へ
行
く
と
、
す
で
に
宣

言
を
し
て
い
ま
し
た(

桜
田
ま
み

34
歳
・
楢
山)

●
九
月
九
、
十
日
の
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
、
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
保
育

所
で
チ
ラ
シ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

二
歳
の
や
ん
ち
ゃ
坊
主
は
救
急
車

や
消
防
車
が
大
好
き
。
間
近
で
見

せ
て
あ
げ
た
い
で
す(

高
橋
美
保

子
　
30
歳
・
土
崎
港)

●
八
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
娘
が

一
歳
に
。
こ
の
一
年
、
過
ぎ
て
し

ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

成
長
し
て
い
く
我
が
子
を
こ
れ
か

ら
も
見
守
り
続
け
ま
す
。
健
康
が

一
番
。
元
気
の
よ
い
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す(

佐
々

木
ミ
ナ
子
　
30
歳
・
新
屋)

●
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
「
楽
太

郎
・
小
遊
三
二
人
会
」
を
孫
た
ち

と
見
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見

る
笑
点
で
は
わ
か
ら
な
い
熱
演
で

楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
大
満
足
」
に
マ
ル(
佐
藤

イ
ネ
　
84
歳
・
土
崎
港)

●
「
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
」、
先
日
通
っ

て
み
ま
し
た
。
広
く
明
る
い
空
間

で
、
早
く
大
屋
根
も
完
成
し
て
ほ

し
い
で
す(

吉
田
尚
子
　
33
歳
・

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

�

みなさんのお越しをお待ちしています
港カルチャー倶楽部q(847)1147問い合わせ
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空き店舗を活用してにぎわい復活を！

土崎商店街に港カルチャークラブ出現



下
新
城)

●
あ
と
一
年
を
き
っ
た
「
ワ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
ズ
」。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
終
わ
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
。

秋
田
県
人
の
一
人
と
し
て
協
力
し

て
い
き
た
い
で
す(

高
橋
正
勝

38
歳
・
御
野
場)

●
ど
う
し
て
暑
い
日
が
続
く
の
で

し
ょ
う
。
地
球
温
暖
化
と
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
ぜ
い
た

く
三
昧
の
つ
け
な
の
で
は
…
。
一

人
一
台
の
車
、
ク
ー
ラ
ー
、
ヒ
ー

タ
ー
、
自
販
機
、
二
十
四
時
間
営

業
の
コ
ン
ビ
ニ
、
あ
げ
た
ら
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
地
球

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
よ
う

と
思
い
ま
す(

水
口
恵
美
子
　
55

歳
・
東
通)

係から
ひとこと最

近
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
さ
ん
さ
ん
と
照
り
輝
い
て
い

た
太
陽
は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
暑
い
日
が
続
い
た
夏
も

終
わ
り
、
な
ん
だ
か
少
し
さ
み
し
い
感

じ
さ
え
し
て
き
ま
す
。
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
夏
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
し
っ
と

り
と
物
静
か
な
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

食
べ
物
が
お
い
し
い
秋
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
バ
テ
気
味
だ
っ
た
身
体
も
よ
く
食
べ

て
、
よ
く
寝
て
、
一
気
に
パ
ワ
ー
全
開

で
す
。
た
ま
に
は
美
術
館
な
ど
で
芸
術

作
品
を
鑑
賞
す
る
の
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
の
生
活
の
中
に
う
っ
す
ら
と
秋

の
気
配
が
…
。
ほ
ら
、
そ
こ
に
小
さ
い

秋
み
〜
つ
け
た
。

(

三
浦)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「荒巻番楽」、問２

が「土崎」でした。

全問正解116通(応募総数117通)の中から、飯野

裕子さん(山王二丁目)、稲葉善正さん(大町六丁目)、

遠藤光志さん(桜四丁目)、佐藤兼三郎さん(外旭川字

家ノ前)、高橋正勝さん(御野場七丁目)、照井ケイ子

さん(手形字才ノ浜)、藤嶋秀子さん(寺内字堂ノ沢)、

水口恵美子さん(東通館ノ越)、柳田潤子さん(八橋大

沼町)、米沢聖子さん(手形住吉町)の10人のかたに

図書券をお送りします。

８月25日号の当選者

◆９月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

長生きの秘訣は、家族との
会話と裁縫。近所から頼まれ
て“ドンブグ”を作るうちに口
コミで広まり、みんなから頼
まれます。結構評判で、これ
まで何着作ったか数え切れま
せん。みなさんの喜ぶ顔を見
るのが何よりの楽しみです。

まだまだ現役です

大切な交流の場です

近所の人にドンブグ
をプレゼント、裁縫
上手な榎智恵さん
(四ツ小屋・88歳)

将来はオリンピックにも

全国中学柔道大会
男子90 級で優
勝した五十嵐充さ
ん(飯島中３年)

わくわくランドに参加
した鈴木弘和さんと美
穂さん、美柚ちゃん
(将軍野南三丁目)

いろんな年齢の子どもが楽
しめる内容のイベントに驚き
ました。２歳の娘は、普段の
育児サークルでは見られない
アンパンマンのダンスに大喜
び。近所に子どもが少ないの
でこうした出会い、交流の機
会は大切にしたいですね。

団体戦で上位に進めなかっ
たので、仲間のためにも個人
戦は絶対に優勝したいと思っ
ていました。勝ったときは本
当にうれしかったです。将来
は、負けない選手になりたい。
オリンピックにも出てみたい
です。

発掘調査を担当し
た駒沢大学文学部
考古学研究室の酒
井清治助教授

介護保険料納めます

介護保険料の説明
会に参加した大宮
忠助さん(牛島)

今は健康だけど、明日のこ
とは分かりません。困ったと
きには、介護保険のお世話に
なることもあると思います。
自分のことは自分でしなけれ
ばならないし、みんなのため
にも介護保険料はしっかり納
めたいですね。

桜小女子水泳チームは、たった4人だけの
メンバーで県小学生水泳大会で優勝しまし
た（投稿写真より）

ザブーンで
ちかおねえさんと

17 広報あきた　9月22日号

キ
ロ

手形山で発掘調査
以前、この手形山で竪穴式

住居跡が発見されたと聞き、
興味がありました。今回は秋
田市の依頼により、研究室の
学生たちと発掘調査。猛暑の
中、頑張りました。私たちの
調査の成果が秋田市の歴史解
明に役立てばと思っています。



● 元気が大好き 育児コーナー

生後４～５か月の赤ちゃんをお
持ちの保護者が対象です。離乳食
の進め方や食品の調理法、試食。
栄養士や保健婦の個別相談もあり
ます。お子さんと一緒に直接会場
へどうぞ。受講無料。
とき／10月16日(月)午前10時～
正午　ところ／市保健センター　
用意する物／母子健康手帳、おし
ぼり、筆記用具
●問い合わせ 保健予防課

1(883)1174

生後６か月までの赤ちゃんをお
持ちの保護者が対象です。小児科
医のお話や参加者同士の情報交換
など。受講無料。
とき／10月17日(火)午後１時20
分～３時　ところ／市保健センタ
ー　定員／先着30人
●申し込み ９月28日(木)から保
健予防課1(883)1174

東部公民館創立30周年記念事
業。就学前のお子さんをお持ちの
ご夫婦が対象。幼児の事故につい
ての予備知識や対処法を学びます。
受講無料。託児もあります。
とき／10月14日(土)午前10時～
正午　ところ／東部公民館　
定員／夫婦で先着20組
●申し込み ９月27日(水)午前９
時から東部公民館1(834)2206

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。心配事相談もどうぞ。
申し込みは、９月27日(水)午前

10時から各保育所へどうぞ。
◆川口保育所 1(832)4582
お外で遊ぼう。10月５日(木)午

前９時30分～11時。
◆手形第一保育所 1(834)0766
お友だちと散歩に行こう。10月

５日(木)午前10時～11時。
◆泉保育所 1(823)1626
こども劇場。10月11日(水)午前

10時～11時
◆港北保育所 1(845)7166
秋を見つけよう。10月12日(木)

午前９時30分～11時

就園前のお子さんが対象です。
10月は地区別に行います。時間は
午前10時～11時。茨島体育館へ
直接お集まりください。参加無料。
■東・南・西地区

sキラキラクラス(０～１歳)
10月５日(木)

sピカピカクラス(２歳以上)
10月12日(木)

■北・中央地区
sキラキラクラス(０～１歳)
10月19日(木)

sピカピカクラス(２歳以上)
10月26日(木)

●問い合わせ 子育て総合センタ
ー1(863)9555

御野場、四ツ小屋、御所野地区
にお住まいの就園前のお子さんと
ご家族が対象です。情報交換も。
参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／９月29日(金)午前10時～
11時30分　
ところ／四ツ小屋児童センター
●問い合わせ 四ツ小屋地区主任
児童委員の下田慈子さん

1(839)6820

仁井田地区にお住まいの就学前
のお子さんと保護者が対象です。
上北手の熊谷農園へ遠足に出かけ
ます。参加無料。昼食をご持参く

ださい。
とき／９月30日(土)午前10時～午
後１時（午前９時50分まで仁井田
児童館に集合）
●申し込み ９月28日(木)まで仁
井田地区民生児童委員の諏訪孝さ
ん1(839)6180

保戸野地区にお住まいの就園前
のお子さんと保護者が対象です。
お友だちがいっぱいだよ。参加無
料。直接会場へどうぞ。
とき／10月４日(水)午前10時～11
時30分　ところ／保戸野児童館
●問い合わせ 保戸野地区主任児
童委員の渡辺洋子さ1(824)2474

児童手当を受けているかたで、
平成12年６月以降に勤務先を退職
したかたは、至急市民課に連絡し
てください。連絡が遅れると、支
給金を返還していただく場合もあ
りますので、ご注意ください。
●問い合わせ 市民課総務担当

1(866)2072

児童手当を
受けているかたへ

９月９日、10日のわくわくランドで

初期離乳食教室

親子で保育所体験を

ほっぺの会へどうぞ

保戸野っ子クラブ

しゃぼんだま広場で遊ぼう

お母さんの育児教室

とっさの対応
夫婦DE育児教室

パンダ広場で遊ぼう
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■問い合わせ 御所野学院q(889)9150

東
部
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

東部公民館q(834)2206

10月14日(土)・15日(日)

●吹奏楽部演奏や合唱コンクール、表現
の授業発表(能、演劇)(９：00～)
●作家・島田雅彦氏の講演会(13：00～)
●研究発表(郷土総合学習)(９：00～)
●演劇部発表、イベントタイム(９：00～)

●文化講演会「ハーモニカで綴る人
生論」(10：00～) ●お茶会・軽食
(３日間) ●チャリティーバザー(13：
30～) ●パノラマスクリーン大映写
「喜劇 駅前漫画」(18：30～)
●体力測定・健康相談コーナー(10：
00～) ●スポーツサークル発表会(10：
00～) ●子ども映写会(10：30～、
13：30～) ●新鮮野菜即売　●チャ
リティーダンスパーティー(18：30～)
●芸能発表会(10：00～15：30) ●子
ども映写会(10：30～、13：30～) ●
新鮮野菜即売　

女性学習センターまつり
９月30日(土)・10月１日(日)
楢山の女性学習センター・楢山地区コミセン

■問い合わせ 女性学習センターq(832)2191

●藤手芸の１日講習会「果物かご」(10：00～15：00、
会費700円) ●お茶席「煎茶(小笠原流)」(10：00～
14：00、お茶券200円) ●日用品バザー、観葉植物
即売、野菜即売(10：30～) ●着装帯結びの実演
(13：00～) ●喫茶・食堂　●手芸品の展示・即売
●演芸発表(朗読、手話、民謡、新日本舞踊、手踊り、
太極拳)(11：00～15：00) ●着装帯結びの実演
(10：00～) ●喫茶・食堂　●手芸品の展示・即売

第20回

西
部
公
民
館
ま
つ
り 西部公民館q(8２８)４２１７

●西部地区親善ゲートボール大会　●秋
野菜と球根の直売
●お茶会・軽食(10：00～) ●秋野菜と球根
の直売　●「五城豊」歌謡ショー(14：00～)
●チャリティーバザー(10：00～) ●チャリ
ティーダンスパーティー(18：00～)
●手作り菓子販売(10：00～) ●小学生アド
ベンチャーハイク(10：00～) ●芸能発表会
(10：00～) ●軽食

中
央
公
民
館
ま
つ
り

家庭用計量器の精度確認や清涼飲料水の糖
度検査も行います。体重計、料理用はかり、
清涼飲料水を会場へお持ちください。

土崎公民館q(8４６)１１３３

●チャリティーバザー(11：00～)
●お茶会・食堂(３日間) ●チャリ
ティーダンスパーティー(18：00～)
●森繁久弥・伴淳三郎出演「喜劇 駅
前漫画」の映写会と抽選会(13：00～)
●佐々木ツナ子さんの秋田弁と民謡
を交えたトークショー(10：00～) ●
百人一種(11：00～) ●産地直送野菜
即売(11：30～) ●太極拳や３Ｂ体
操、ダンスなどのサークル体験タイ
ム(15：00～)
●芸能発表(11：00～15：00) ●産地
直送野菜即売(10：00～)

中央公民館q(824)5377

土
崎
公
民
館
ま
つ
り

９月29日(金)・30日(土)・10月１日(日)

●ゲートボール大会　●お茶会 ●養生気功
体験コーナー ●チャリティーバザー(11：00
～12：00) ●軽食(３日間)
●折り紙づくり　●お茶会　●ちびっこ
縁日、野菜・冷凍・塩蔵品即売 ●ちびっ
こ劇場(13：00～14：30) ●凧あげ(14：00
～16：00) ●チャリテイーダンスパーティ
ー(18：00～、パーティー券１枚300円は
25日(月)から土崎公民館で販売)
●ソフトボール大会 ●記念イベント
(10：00～) ●芸能発表会(12：30～)

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
あ
い
！

“あ
し
た
を
拓
く
”

公民館で見つけよう

中学校・高等学校 学院祭

●生涯学習フェスティバル

29日

30日

１日

９月29日(金)・30日(土)・10月１日(日)

29日

30日

１日

消費生活展「たしかな情報 かしこい選択」
30日(土)・１日(日)

９月29日(金)・30日(土)・10月１日(日)

29日

30日

１日

10月13日(金)・14日(土)・15日(日)

13日

14日

15日

30日

１日

●御所野学院 碧
あお

始まりのとき

初めての学院祭です。日ごろの学習の成果と
新しい校舎をご覧ください。

14日

15日
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往復はがきに、希望見学日・テーマ・住所・氏名(１通２人まで。２
人の名前を書いてください)・年齢・電話番号を書いて、10月４日
(水)(必着)まで、〒010-8560 秋田市役所市民相談室。電話では受
け付けません。 市民相談室1 (866)2039

テーマ：21世紀へのまちづくり

10月19日(木)・26日(木)日
時

秋田駅東口～下北手児童センター～リサイクルプラザ～御所野学院～中
央シルバーエリア(昼食)～保健所～土崎消防署外旭川出張所～秋田駅東口

定員は両日とも20人。定員を超えた場合は抽選となります。当日の
昼食は持参するか、中央シルバーエリアの食堂をご利用ください。

申
し
込
み

定
員

施設見学会へどうぞ

コ
ー
ス

9：00～15：30

御
所
野
学
院

秋田城跡東門で
大路市・野点・遺物展示の会
10月８日(日)
遺物展示　午前９時～午後４時(漆紙文書の展示)
大 路 市 午前10時～午後３時(出店無料)
野　　点 午前10時～午後３時(お茶券200円)

●問い合わせ 秋田城跡調査事務所1 (845)1837

寺内にある秋田城跡史跡公園で、東門大路市 (フリーマーケット)と野点、
遺物展示の会を開きます。フリーマーケットの出店も募集中。

10月９日「体育の日」は
八橋運動公園に集合！！

●新体力テスト●幅跳び・高跳び●シャトルボールゲーム●ユニカール●フリ

ースロー●400ｍリレー●100ｍ走●伝承遊び(当日申込)●秋田ワールドゲー

ムズ2001のデモンストレーション●フライングディスク(当日申込)●空手道●

ビームライフル(当日申込)●太極拳●バトントワリング●フリーマーケット●タ

ーゲットバードゴルフ(当日申込)●けん玉(当日申込)●３Ｂ体操●エアロビック

県立体育館
●バドミントン●トランポリン
●スリーオンスリー●卓球

中央公民館
●あんま・マッサージ・指圧

市民広場
●グラウンドゴルフ大会 体育課1(866)２２４７問い合わせ

陸上競技場を開放し「健康のつどい」。
ふんわり芝生は気持ちがイイゾ

県立スポーツ会館
●スタミナ診断
●健康相談
●全身反応
●骨密度測定
●バウンドテニス

９/22(金)s９/26(火)

●秋田のむかし　
～赤れんが郷土館～
●エコール・ド・パリ1920
～ギャラリー・トークより～
●地域を守る消防団　

９/27(水)s10/３(火)
ABS 秋田市だより

月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

●10/１(日) 7：15～ ＡＫＴ　きらめく北の街から「秋田市の保育サービス」
15
分
間

●秋の動物園　
～涼しくなりました～
●グラウンドゴルフを　

楽しもう
●ごみ出しルール再点検

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞ1(866)2034

20

テレビ
ガイド

BBookook
図書館の新刊案内
中央図書館明徳館1(832)9220
土 崎 図 書 館1(845)0572
新 屋 図 書 館1(828)4215

文明と文化遺産への旅

ＮＨＫスペシャル 四大文明「中国」
鶴間和幸/編著　日本放送出版協会

近年、多くの遺跡
と発掘で注目される
黄河、長江流域の中
国文明を丹念に紹介
します。

名画に教わる 名画の見かた
早坂優子/著　視覚デザイン研究所

名画の見かたや作品
の時代背景などを、絵
とイラスト満載で、楽
しく分かりやすく解説
しています。

シェイクスピアとグローブ座
アリキ/文と絵 小田島雄志/訳 すえもりブック

シェイクスピアの
お芝居って、当時ど
こでどんな風に演じ
られていたの？まる
で舞台をみているよ
うな楽しい絵本です。

姉妹都市ウラジオストクから

ロシア民族アンサンブル
“オリジナル”

●ロシア民謡の懐かしい歌の数々…

10月２日(月)
開演／14：00(昼の部) 18：30(夜の部)

文化会館大ホール
入場料：全席指定 前売3,000円 当日3,500円

市内プレイガイドで発売中
問い合わせ (株)スペースプロジェクト1(866)6881



催し物

市内にお住まいの女性が対象。
美術工芸短大「アトリエももさだ」
の施設見学や市税についての解説な
ど。申し込みで託児もあり。無料。
とき／10月21日(土)午前10時～
午後３時　ところ／美術工芸短大
「アトリエももさだ」 定員／先着35人
●申し込み ９月25日(月)から10
月６日(金)まで市民税課1(866)2054

南部公民館管内にお住まいのか
たが対象。中国人留学生と交流し
お互いの郷土料理を教え合います。
とき／10月６日(金)午前10時30分
～午後１時30分　
ところ／南部公民館　定員／先着
25人　材料費／800円
●申し込み ９月26日(火)から南
部公民館1(832)2457

初心者が対象。フライングディ
スクやペタンクなど。参加無料。
とき／10月15日(日)午前10時～正午　
ところ／東部公民館　定員／先着30人
●申し込み 東部公民館1(834)2206

小・中学生が対象。外国人と外
国の遊びで交流します。参加無料。
とき／10月14日(土)午前10時～正午
ところ／県民会館隣のジョイナス
●申し込み ９月29日(金)から生
涯学習室内の子ども地域活動促進
事業実行委員会1(866)2245

小学４～６年生が対象。10月
14日(土)と28日(土)の午前中に練

習して、11月12日(日)に雄和町の
スカイドームで開かれる県タッチ
ラグビーフェスティバルの試合に
出場します。先着20人。参加無料。
●申し込み 10月２日(月)から生
涯学習室内の子ども地域活動促進
事業実行委員会1(866)2245

藤沢周平著「偉丈夫」や内館牧
子著「北国の一夜」など。参加無
料。直接会場へどうぞ。
とき／10月７日(土)午後２時～３
時30分　ところ／土崎図書館
●問い合わせ 土崎図書館

1(845)0572

小学校高学年～中学生の親子が
対象(中学生は子どもだけでも可)。光セ
ンサーで線上を走る車を作ります。
とき／10月８日(日)午前９時～午
後零時30分　ところ／土崎公民館
定員／先着15組　材料費／2,500円
●申し込み ９月27日(水)午前８
時30分から土崎公民館1(846)1133

10月４日(水)まで土崎図書館の
２階ギャラリーに第１回のアテネ
大会からのポスターを展示しま
す。各時代のデザインの特徴や変
遷が一目で見ることができます。
●問い合わせ 土崎図書館

1(845)0572

映画「Ｓｈａｌｌｗｅダンス？」や
ＮＨＫ「葵～徳川三代」に出演し
た女優の草村礼子さんが「あった
かく生きる」をテーマに講演しま
す。入場無料。直接会場へどうぞ。
とき／10月５日(木)午後２時～
ところ／文化会館
●問い合わせ 県生涯学習課

1(860)5183

千秋美術館と平野政吉美術館を
学芸員の案内でゆっくり鑑賞しま
す。先着25人。
とき／10月６日(金)午前10時～午
後零時30分　入場料／500円
●申し込み ９月25日(月)から中
央公民館1(824)5377

「ねえ、自分を好きになろうよ」
をテーマに安積遊歩氏が講演しま
す。参加無料。直接会場へ。
とき／10月７日(土)午後３時～４
時30分(開場は午後２時30分)
ところ／県総合保健センター
●問い合わせ 秋田組合病院内の
市小児科医会事務局1(880)3000

ふるさと特産品・銘産品の展示
販売や郷土芸能の紹介など。
とき／10月７日(土)から９日(月)ま
での３日間、午前10時～午後５時
ところ／セリオン
●問い合わせ 県物産振興会

1(836)7830

10月８日(日)午前６時に市役所
前を出発。先着25人。参加料は
大人5,000円、子ども4,000円。
●申し込み ９月26日(火)午後６
時から県山岳連盟の池田恭悦さん

1(834)0651

苗木プレゼント(先着順)、無料
木工教室、木製品・きのこなどの
展示即売、住宅に関する相談など。
とき／10月７日(土)は午前11時～
午後５時、８日(日)は午前10時～
午後３時　ところ／秋田テルサ
●問い合わせ 県林務部木材産業
課1(860)1962

市税を知る女性のつどい

留学生との郷土料理交流会

東部地区ニュースポーツ交流会

それなあに？

タッチラグビーに挑戦

わくわくチャレンジ家族

五輪歴代公式ポスター展

県生涯学習フェスティバル

子どもの健康を考えるつどい

秋田ふるさと博

鳥海町の甑山
こしきやま

登山

森と木と住宅フェア

小さな秋の朗読会

Ａ
ｋｉ
ｔａ
い
ろ
い
ろ

催し物

赤れんが館
クラシックコンサート
合唱・津軽三味線・ピアノ独奏・クラリネット独奏

10月29日(日)昼の部：午後１時30分～３時夜の部：午後６時～７時30分

赤れんが郷土館1(864)6851問い合わせ ●入場料　大人200円、中学生以下無料

往復はがきに、住所、氏名(２人まで)、電話
番号、昼の部または夜の部希望と書いて、10
月８日(日)(必着)まで、〒010-0921秋田市大
町三丁目3-21 赤れんが郷土館。定員は昼、
夜それぞれ110人。希望者多数の場合は抽選。

※立ち見でもかまわないかたは直接会場へどうぞ。

申し込み…着席でお聴きになる場合
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「介護」という時のために。10月24
日(火)、31日(火)、11月14日(火)、21
日(火)の４回、午前10時～午後３時

女性学習センターの講座
楢山の女性学習センターで開きま

す。男性も受講可。学生は除きます。
申し込みは９月26日(火)午前９時か
ら女性学習センター1(832)2191
◆情報紙を読み解く会＝10月10日
(火)、11月14日(火)、12月12日(火)
の３回、午後１時30分～３時。受
講無料　◆秘書検定１級・準１級資
格取得準備講座＝２級資格取得者ま
たは２級範囲を学んだかたが対象。
10月12日(木)から11月９日(木)まで
の毎週木曜日に５回、午後６時30
分～８時30分。先着15人。受講料
4,500円　◆定番にしたいおもて
なし料理講習＝10月13日(金)、20
日(金)、27日(金)の３回、午前10時～
午後１時。先着20人。受講料4,800円

外国人のための日本語教室
外国から秋田へ来たかたに日本語

を指導します。来年４月まで、初級
１・２は毎週月・木曜日、初中級は
毎週火・金曜日、いずれも午後１時
30分～３時30分、県社会福祉会館
４階の県国際交流協会で開いていま
す。教材費は月1,000円。
●申し込み ＪＡＬＳＡ秋田にほん
ごの会の古屋久美子さん1(837)9542

テルサの調理教室
定員各26人。受講料各2,200円。

申し込みは９月26日(火)午前10時

から秋田テルサ1(826)1800
s西洋料理＝10月５日(木)午前10時～
sフランス菓子＝10月11日(水)午後
６時30分～　s和食＝10月18日
(水)午前10時～　s中華料理＝10月
25日(水)午前10時～　sスマスマレ
シピ＝10月26日(木)午前10時～

運動教室
会場はいずれも茨島体育館。受講

料各1,000円。申し込みは９月29
日(金)まで体育課1(866)2247
s卓球教室＝10月11日(水)から11
月21日(火)までに10回、午前10時
～正午。先着40人　
s軽スポーツ教室＝エアロビクスや
ミニテニスなど。10月16日(月)から
19日(木)までの４日間、午前10時～
正午。先着30人

水泳教室
40歳以上のかたが対象です。基

本技術を学びます。先着30人。
とき／10月６日(金)から27日(金)ま
での毎週金曜日に４回、午前10時
45分～午後零時15分　ところ／サ
ンライフ秋田　参加料／3,360円
●申し込み ９月29日(金)午前10
時からサンライフ秋田1(863)1391

排水設備工事責任技術者更新講習
技術者証の有効期限が来年１月

31日のかたが対象です。
とき／11月１日(水)午前9時30分～
正午　ところ／文化会館　
●申し込み 9月25日(月)から10月
４日(水)まで下水道部総務課内の日
本下水道協会1(864)1427

赤十字短大の公開講座
「家族と健康～心とからだの癒し
を求めて～」がテーマです。
とき／10月14日(土)、21日(土)、
28(土)の３回、午後１時30分～４
時　ところ／上北手の日赤秋田短大　
定員／70人　受講料／2,000円

●申し込み ９月30日(土)まで日赤
秋田短大1(829)3000

南消防署の救命講習会

心肺蘇生法や応急手当の仕方など
を学びます。受講無料。
とき／10月22日(日)午前９時～正
午　ところ／秋田南消防署
●申し込み 10月19日(木)まで秋
田南消防署1(839)9551

消防設備士試験

甲種の１～５類と、乙種の１～７
類の試験です。願書の受け付けは９
月29日(金)まで。試験は10月29日
(日)秋田経済法科大学で行います。
●問い合わせ 消防本部予防課

1(823)4000

相　談

ふれあい相談

八橋の市老人福祉センターで開き
ます。申し込みは、市社会福祉協議
会ふれあい福祉相談センターへ

1(863)6006
■無料法律相談＝法律、相続、サラ
金などの相談に弁護士の虻川高範先
生が応じます。10月16日(月)午前
10時～正午。先着６人。９月27日
(水)から申し込み受付
■心配事相談＝福祉、家庭、人権な
どの相談に応じます。毎週月～金曜
日の午前９時～午後４時

司法書士法律相談
不動産の相続や登記、訴訟関係書

類の作成などの相談に応じます。相
談無料。直接会場へどうぞ。
とき／10月１日(日)と２日(月)の２
日間、午前10時～午後４時　
ところ／山王六丁目の司法書士会館
●問い合わせ 県司法書士会

1(824)0187

●交通事故　　　

●法　　律　　　

●登　　記　

●人権・困りごと

●年金・社会保険等

●公証人・遺言

●税　　務

10月４日

10月５日

10月12日

10月10日

10月12日

10月13日

10月17日

10月17日

(水)

(木)

(木)

(火)

(木)

(金)

(火)

(火)

と18日(水)午前９時～午後３時

と19日(木)午前９時～正午

午前９時～正午(会場は土崎支所)

午後２時～４時

午後１時～４時

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

市民相談室の無料相談
会場は市役所１階の市民相談室。法

律相談は９月26日(火)から受け付け

し、先着８名。その他は、当日受け付

けし、相談の順番は抽選で決めます。
●問い合わせ
市民相談室1(866)2039
土 崎 支 所1(845)2261

ワールドゲームズ2001
秋田大会まで

328日
(９月22日現在)

あと

女性学習センターの講座

一流シェフの料理教室

水泳教室

卓球・軽スポーツ教室

日赤短大の公開講座

消防設備士試験

排水設備責任技術者更新講習

ふれあい相談

司法書士法律相談
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プリペードカードを割引販売
テルサのプリペードカード(11回券)
を10月７日(土)から９日(月)までの３
日間、通常価格6,300円を割引価格
の4,800円(１人３枚まで)で販売しま
す。個人利用は１回630円です。

秋田テルサ1(826)1800

秋田テルサで

外国人のための日本語教室

南消防署の救命講習会

相談



きのこの見分け方教室
実際に山へ行き、きのこの見分け

方を学びます。先着20人。無料。
とき／10月４日(水)午後１時30分
～３時30分(講義)、５日(木)午前９
時～11時(実践) ところ／北部公
民館、上新城の大滝山自然公園　
●申し込み ９月26日(火)午前８時
30分から北部公民館1(873)4839

人生を拓くカウンセリング体験
人間関係やいじめなどでお悩みの

かたやカウンセリングについて興味
のあるかたがお互いの体験を語り合
います。参加無料。
とき／10月21日(土)から11月25日
(土)までの土曜日に５回、午後１時
30分～３時30分　ところ／西部公
民館　定員／先着30人
●申し込み ９月25日(月)から西部
公民館1(828)4217

茶道教室
20歳以上のかたが対象。先着20人。
とき／10月３日(火)から11月28日
(火)まで火曜日に８回、午前10時
45分～午後零時15分　ところ／サ
ンライフ秋田　受講料／5,040円
●申し込み ９月26日(火)午前10
時からサンライフ秋田1(863)1391

明徳館の市民文化講座
「家～佐竹盛衰～」がテーマ。先着
50人。受講無料。
とき／10月10日(火)から11月14日
(火)までの火曜日に５回、午前10時
30分～正午　
ところ／中央図書館明徳館
●申し込み ９月27日(水)午前８時
30分から中央図書館明徳館

1(832)9220

精神保健市民講座
「思春期・青年期のこころの健康に
ついて」をテーマに精神科医による
講話など。参加無料。
とき／10月12日(木)午後２時～３
時30分　ところ／市保健所
●申し込み 健康管理課1(883)1180

佐竹資料館の学習講座
「絵図で訪ねる城下町」をテーマに
久保田城下の町づくりについて学び
ます。定員30人。
とき／10月13日(金)と15日(日)の２
回、午後１時30分～　ところ／ジ
ョイナスなど　資料代／500円
●申し込み ９月26日(火)午前９時
から佐竹史料館1(832)7892

楽しみながら英会話を！
30歳以下のかたが対象。遊びや

料理を通して英語や文化を学びます。
とき／10月16日(月)から11月６日
(月)までの毎週月曜日に４回、午後
６時30分～８時30分　ところ／市
勤労青少年ホーム　定員／先着20人
●申し込み ９月28日(木)から市勤
労青少年ホーム1(824)5378

銀粘土教室
銀粘土を細工し焼き上げ、純銀の

オリジナルアクセサリーを制作します。
とき／10月13日(金)から12月22日
(金)までの金曜日に６回、午前９時
30分～正午　ところ／御所野の中央
シルバーエリアコミュニティセンタ
ー　定員／５人　受講料／10,442円
●申し込み 往復はがき(一人１枚)に、
住所、氏名、年齢、電話番号、郵便
番号を書いて、９月28日(木)(必着)
まで、〒010-1412秋田市御所野
下堤五丁目1-1中央シルバーエリア
コミュニティセンター1(829)2151

けやき大学の後期生募集
おおむね60歳以上のかたを対象

にした生きがいと健康づくりの教室
です。会場はいずれも八橋の市老人
福祉センター。定員は抽選で各30
人。受講無料。
s秋田を学ぼう＝10月19日(木)から
１月18日(木)までに６回、午前10時～
sヨガ健康法＝10月12日(木)から
12月14日(木)までに５回、午後１
時30分～
●申し込み ９月25日(月)から10
月６日(金)まで(午前10時～午後３時)
市社会福祉協議会へ1(862)7445

障害者職業センターの講座
就職をめざす障害者のため、川尻

の秋田障害者職業センターで行いま
す。受講無料。申し込みは秋田障害
者職業センター1(864)3608
■身体障害者のためのＯＡ講習＝
10月２日(月)から10月27日(金)ま
で、パソコンの一太郎やワードなど
の基本操作を学びます　■障害者の
ための職業準備訓練＝10月12日(木)
から12月６日(水)まで、働くための
労働習慣を身につける訓練をします

県民介護講座
会場は御所野の中央シルバーエリ

ア。先着各30人。受講料各1,000円。
申し込み県介護実習・普及センター

q(829)2777
■地域ケアコース＝福祉の動向や安
心して住める家、老年期の精神疾患
などについて。10月18日(水)から
11月８日(水)までの毎週水曜日に４
回、午前10時～午後３時
■家庭介護コース＝基本的な移動介
助、痴呆性老人への対応など、いざ

講座
きのこの見分け方教室

人生を拓くカウンセリング体験

茶道教室

精神保健市民講座

佐竹史料館の学習講座

明徳館の市民文化講座

楽しみながら英会話を！

銀粘土教室

けやき大学の後期生募集

県民介護講座

障害者職業センターの講座
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交通安全市民集会
県レクリエーション協会の佐藤●

副会長の講演や交通安全功労者の表
彰式など。入場無料。直接会場へ。
とき／９月27日(水)午後１時～３時
ところ／文化会館
●問い合わせ 生活課1(866)2035



季節だより

収穫の秋、食欲の秋、読書の秋、そして芸術の秋。
９月10日(日)、秋田市芸術祭バレエ公演が文化会館で行われました。
あでやかに、かわいらしく、時には激しく、そして優雅に…。

200人あまりの踊り手が、色とりどりの衣装に身を包み日ごろの練習の成果を披露。
大ホールを埋め尽くした観客から、盛んな拍手が贈られました。

このあとも芸術祭は文化会館で開かれます。
深まる秋のなか、今日は“芸術記念日”というのもいいかもしれませんね。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

●季節の話題を写真でつづります

観客を魅了した芸術祭バレエ公演(文化会館大ホール)

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●８月のクイズの当選者は
17面に掲載しています。

８月22日(火)から25(金)までの４日間、世界平和の
ために秋田市で開かれた国際会議は？
県無形文化財に指定されている、ハマナスの根
を使って染めた秋田独自の絹織物は？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、10月13日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは９月８日、22日号の｢広報あきた｣の記事中に！

98

今後の秋田市芸術祭日程 s総合芸能公演 10月１日(日)正午～　s総合美術展 10月９日(月)～
15日(日) s総合いけばな展 11月１日(水)～15日(水) s合同茶会 11月３日(金)午前10時～
s古典芸能のつどい 11月３日(金)午後１時30分～　s邦楽合同公演 11月５日(日)午後１時～
s秋田市民合唱祭 11月26日(日)正午～　　　●問い合わせ 秋田市文化団体連盟1(866)4026
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